
基本目標１
生きがいづくりと健康づくり・
介護予防の推進

基本目標２
地域における支援体制の充実

基本目標３
認知症施策の推進

基本目標４
生活支援・介護サービスの充実

基本目標５
安心・安全な暮らしの充実
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基本目標 中間アウトカム
2050年の将来像
（最終アウトカム）

★高齢者が生きがいを持って健康に暮らしています
★元気なうちから主体的・継続的に介護予防に取り
組んでいる市民が増えています

★地域包括支援センターが地域包括ケアシステムの
中核機関としての機能を果たしています
★医療と介護が両方必要な状態になっても、最後ま
で自分らしい暮らしができています

★認知症に対する正しい理解が深まり、住み慣れた
地域での暮らしを支えることができています

★介護が必要な状態になっても、必要なサービスを
受けながら住み慣れた地域で暮らすことができて
います

★本人の希望や状況に応じた暮らしができ、安心し
て暮らすことができています

初期アウトカム（抜粋）

高齢者自身が主体的に生
きがいづくりを行ってい
ます など

本人の希望や状況に応じ
た暮らしができています
など

身近なところで支援の情
報を得ることができてい
ます など

自立支援型ケアマネジメ
ントの考え方が浸透・定
着しています など

地域包括支援センターが、
地域包括ケアシステムの中
核的な機関としての機能
を果たしています など

将来像の達成に向けたロジックモデルに基づき、国の基本
指針を踏まえ次期計画(2027-2029)を策定していく。第１０期吹田健やか年輪プランの策定に向けて

①介護サービス基盤の計画的な整備 （2040年（本市では2050年）を見据えた中長期的な推計と計画策定）
②地域包括システムの深化 （頼れる身寄りがいない高齢者等支援の地域づくり・認知症施策推進基本計画を踏まえた取組）
③介護人材確保と職場環境改善に向けた生産性向上、経営改善支援等 （テクノロジーの更なる活用）

策定
方針
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